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東福島における東福島における東福島における東福島における空間空間空間空間線量率の経時変化線量率の経時変化線量率の経時変化線量率の経時変化の特徴の特徴の特徴の特徴     
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2011201120112011 年年年年 3333 月月月月 11111111 日日日日のののの東日本大震災に起因した東京電力東日本大震災に起因した東京電力東日本大震災に起因した東京電力東日本大震災に起因した東京電力福島第福島第福島第福島第 1111 原子力発電所における原子力発電所における原子力発電所における原子力発電所における大規模大規模大規模大規模

なななな放射能放射能放射能放射能事故事故事故事故のためのためのためのため、、、、福島福島福島福島を中心とを中心とを中心とを中心とするするするする広範な地域広範な地域広範な地域広範な地域がががが放射能放射能放射能放射能でででで深刻に深刻に深刻に深刻に汚染汚染汚染汚染されたされたされたされた。。。。事故事故事故事故によりによりによりにより

福島の線量率監視システムは壊滅的な打撃を被ったものの、福島の線量率監視システムは壊滅的な打撃を被ったものの、福島の線量率監視システムは壊滅的な打撃を被ったものの、福島の線量率監視システムは壊滅的な打撃を被ったものの、以降以降以降以降ははははモニタリングポストモニタリングポストモニタリングポストモニタリングポスト網が整網が整網が整網が整

備され、大量の備され、大量の備され、大量の備され、大量の時系列時系列時系列時系列データがデータがデータがデータがネット経由でネット経由でネット経由でネット経由で供給され供給され供給され供給され始め始め始め始めた。本研究では福島県た。本研究では福島県た。本研究では福島県た。本研究では福島県等等等等のののの空間線量空間線量空間線量空間線量

率率率率データを利用しデータを利用しデータを利用しデータを利用し、、、、事故後事故後事故後事故後 1111～～～～3333 年に相当する年に相当する年に相当する年に相当する 2012201220122012 年年年年 4444 月～月～月～月～2222014014014014 年年年年 3333 月月月月におけるにおけるにおけるにおける空間空間空間空間線量率線量率線量率線量率

のののの分分分分析に主眼をおいた析に主眼をおいた析に主眼をおいた析に主眼をおいた。。。。なお、比較的多数存在したなお、比較的多数存在したなお、比較的多数存在したなお、比較的多数存在した欠測データは線形補間した。欠測データは線形補間した。欠測データは線形補間した。欠測データは線形補間した。解析解析解析解析の結果、の結果、の結果、の結果、

幾つか幾つか幾つか幾つかの興味深い結果が得られたの興味深い結果が得られたの興味深い結果が得られたの興味深い結果が得られたので報告するので報告するので報告するので報告する。。。。    

福島福島福島福島、、、、郡山郡山郡山郡山、白河、白河、白河、白河各各各各市の市の市の市の空間空間空間空間線量率線量率線量率線量率の傾きの傾きの傾きの傾きを理論値を理論値を理論値を理論値のそれのそれのそれのそれとととと比べると、事故後比べると、事故後比べると、事故後比べると、事故後はウェザリンはウェザリンはウェザリンはウェザリン

グの影響で理論値より遥かに速いグの影響で理論値より遥かに速いグの影響で理論値より遥かに速いグの影響で理論値より遥かに速いペースで減少した。しかしながら、事故ペースで減少した。しかしながら、事故ペースで減少した。しかしながら、事故ペースで減少した。しかしながら、事故 2222 年年年年目目目目以降、各以降、各以降、各以降、各地の地の地の地の

減少率減少率減少率減少率はははは、、、、各地で活発に除染が実施されたにもかかわらず、各地で活発に除染が実施されたにもかかわらず、各地で活発に除染が実施されたにもかかわらず、各地で活発に除染が実施されたにもかかわらず、理論値理論値理論値理論値の傾きの傾きの傾きの傾きに漸近し、に漸近し、に漸近し、に漸近し、ウェザリウェザリウェザリウェザリ

ング効果が漸減しつつあるング効果が漸減しつつあるング効果が漸減しつつあるング効果が漸減しつつあるように見受けられように見受けられように見受けられように見受けられるるるる。。。。期間内の期間内の期間内の期間内の理論減少率が理論減少率が理論減少率が理論減少率が 35%35%35%35%ののののところところところところ、実際、実際、実際、実際にににに

はははは平均平均平均平均 40404040%%%%程度程度程度程度減少した。減少した。減少した。減少した。    

線量率線量率線量率線量率の経時変化の経時変化の経時変化の経時変化の特徴の特徴の特徴の特徴はははは色々色々色々色々あり、あり、あり、あり、主として主として主として主として、、、、線量率線量率線量率線量率変化率の大小、ピーク、スパイク変化率の大小、ピーク、スパイク変化率の大小、ピーク、スパイク変化率の大小、ピーク、スパイク、、、、

そして振動等そして振動等そして振動等そして振動等が挙げられるが挙げられるが挙げられるが挙げられる。。。。上記上記上記上記期間期間期間期間中中中中、東福島各地では、平均線量率が、東福島各地では、平均線量率が、東福島各地では、平均線量率が、東福島各地では、平均線量率が、、、、ほぼほぼほぼほぼ直線的に降下直線的に降下直線的に降下直線的に降下

ししししながらながらながらながら、夏季に、夏季に、夏季に、夏季に 1111～数カ月間～数カ月間～数カ月間～数カ月間上昇し上昇し上昇し上昇してててて長期長期長期長期ピークを、そして冬季にやはり１～数カ月間ピークを、そして冬季にやはり１～数カ月間ピークを、そして冬季にやはり１～数カ月間ピークを、そして冬季にやはり１～数カ月間減少減少減少減少

ししししてててて長期長期長期長期スパイクスパイクスパイクスパイクを形成しを形成しを形成しを形成したたたた地点が地点が地点が地点が大大大大多数多数多数多数を占めているを占めているを占めているを占めている。。。。長期長期長期長期ピークはピークはピークはピークは２年間に２年間に２年間に２年間に合計３回合計３回合計３回合計３回、、、、つつつつ

まり、まり、まり、まり、2020202012121212 年年年年 8888 月、月、月、月、2013201320132013 年年年年 3333 月および月および月および月および 8888 月に発生した。最後のピークは福島第月に発生した。最後のピークは福島第月に発生した。最後のピークは福島第月に発生した。最後のピークは福島第 1111 原発におけ原発におけ原発におけ原発におけ

るガレキるガレキるガレキるガレキ撤去作業による撤去作業による撤去作業による撤去作業による可能性が高い可能性が高い可能性が高い可能性が高いがががが、、、、従来従来従来従来報告報告報告報告されたされたされたされた以上の以上の以上の以上の広範な地域広範な地域広範な地域広範な地域でででで、しかも報告さ、しかも報告さ、しかも報告さ、しかも報告さ

れた以上の長期に亘るピークが観測されれた以上の長期に亘るピークが観測されれた以上の長期に亘るピークが観測されれた以上の長期に亘るピークが観測されたたたた。他の２個の。他の２個の。他の２個の。他の２個の長期長期長期長期ピークも東福島のほぼ全域で観測ピークも東福島のほぼ全域で観測ピークも東福島のほぼ全域で観測ピークも東福島のほぼ全域で観測

されされされされたたたたがががが、第、第、第、第 1111 原発からの原発からの原発からの原発からの放射能放射能放射能放射能漏出か、風による再浮遊のどちらか、あるいは両者が原因と漏出か、風による再浮遊のどちらか、あるいは両者が原因と漏出か、風による再浮遊のどちらか、あるいは両者が原因と漏出か、風による再浮遊のどちらか、あるいは両者が原因と

思われ思われ思われ思われるるるる。。。。これは、線量率が広範囲で上昇した重要これは、線量率が広範囲で上昇した重要これは、線量率が広範囲で上昇した重要これは、線量率が広範囲で上昇した重要現象であるため、さらなる研究が望ましい。現象であるため、さらなる研究が望ましい。現象であるため、さらなる研究が望ましい。現象であるため、さらなる研究が望ましい。    

他方他方他方他方、、、、空間空間空間空間線量率が線量率が線量率が線量率が主に冬季に主に冬季に主に冬季に主に冬季に長期的に長期的に長期的に長期的に減少する減少する減少する減少する現象は現象は現象は現象はスパイクスパイクスパイクスパイクと呼ばれ、そと呼ばれ、そと呼ばれ、そと呼ばれ、その発生機構はの発生機構はの発生機構はの発生機構は

以前から以前から以前から以前からよく調べられている。原因は、冬季の積雪と土壌水分によるよく調べられている。原因は、冬季の積雪と土壌水分によるよく調べられている。原因は、冬季の積雪と土壌水分によるよく調べられている。原因は、冬季の積雪と土壌水分によるγγγγ線の遮蔽線の遮蔽線の遮蔽線の遮蔽であるであるであるである。。。。阿武阿武阿武阿武

隈山地隈山地隈山地隈山地の田村市や飯舘村等の田村市や飯舘村等の田村市や飯舘村等の田村市や飯舘村等の降雪地帯の降雪地帯の降雪地帯の降雪地帯ででででは、は、は、は、4444 カ月カ月カ月カ月間間間間にも及ぶにも及ぶにも及ぶにも及ぶ長期長期長期長期スパイクスパイクスパイクスパイクが発生しが発生しが発生しが発生した。た。た。た。だがだがだがだが、、、、

いわき市等のいわき市等のいわき市等のいわき市等の比較的比較的比較的比較的温暖な温暖な温暖な温暖な地域地域地域地域では発生しない個所では発生しない個所では発生しない個所では発生しない個所もある。もある。もある。もある。長期スパイクに加え、長期スパイクに加え、長期スパイクに加え、長期スパイクに加え、数日間に亘数日間に亘数日間に亘数日間に亘

る短期的なピークやスパイクる短期的なピークやスパイクる短期的なピークやスパイクる短期的なピークやスパイクもももも時折時折時折時折発生する。発生する。発生する。発生する。    

短期的なピーク短期的なピーク短期的なピーク短期的なピークないしスパイクないしスパイクないしスパイクないしスパイクが連続的に継続すると、が連続的に継続すると、が連続的に継続すると、が連続的に継続すると、線量率は線量率は線量率は線量率は、、、、長期的かつ長期的かつ長期的かつ長期的かつ小振幅の小振幅の小振幅の小振幅の微細微細微細微細

振動振動振動振動を示すを示すを示すを示す。小振幅。小振幅。小振幅。小振幅微細微細微細微細振動は振動は振動は振動は、、、、降水降水降水降水がががが線量率線量率線量率線量率をををを減少させ減少させ減少させ減少させてててて発生する発生する発生する発生することが主因ことが主因ことが主因ことが主因であるであるであるである。。。。これこれこれこれ

らららら小振幅微細振動は時間と共に抑制され小振幅微細振動は時間と共に抑制され小振幅微細振動は時間と共に抑制され小振幅微細振動は時間と共に抑制されるるるる傾向がある傾向がある傾向がある傾向がある。。。。また、また、また、また、珍しい例として、珍しい例として、珍しい例として、珍しい例として、大熊町大熊町大熊町大熊町ののののモニモニモニモニ

タリングポストタリングポストタリングポストタリングポストで観測されで観測されで観測されで観測されたたたた、、、、上下振動の上下振動の上下振動の上下振動の振幅が振幅が振幅が振幅が平均値の平均値の平均値の平均値の 10101010----15%15%15%15%ももももあるあるあるある、比較的、比較的、比較的、比較的大振幅大振幅大振幅大振幅のののの振振振振

動動動動がある。この振動がある。この振動がある。この振動がある。この振動はははは、、、、冬冬冬冬期期期期に観測されに観測されに観測されに観測され始め始め始め始めたが、たが、たが、たが、最大瞬間風速と相関してお最大瞬間風速と相関してお最大瞬間風速と相関してお最大瞬間風速と相関しており、り、り、り、雨期雨期雨期雨期（梅雨）（梅雨）（梅雨）（梅雨）

の訪れと共に抑制されるため、放射性ダストの訪れと共に抑制されるため、放射性ダストの訪れと共に抑制されるため、放射性ダストの訪れと共に抑制されるため、放射性ダストの風によの風によの風によの風によるるるる再浮遊が一因と考えられる再浮遊が一因と考えられる再浮遊が一因と考えられる再浮遊が一因と考えられる。。。。    
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